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（４月２９日、上浜小学校運動会）



23

１６年度主要事業

広
報
４
月
号
で
は
、
本
年
度
の
予
算
の
概
要
を
紹
介
し

ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
町
政
推
進
の
基
と
な
る
主
要
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。
厳
し
い
財
政
事
情
で
す
が
、
町
民
が

必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
特
色
あ
る
「
町
づ
く

り
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
象
潟
町
長
選
挙
を

６
月
２０
日
（日）
に
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
選
挙

に
向
け
て
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
説
明
会
は
、
立
候
補
の
届
け
出
が
正
確
か
つ
迅
速
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
、
ま
た
、
選
挙
運
動
の
適
正
を
期
し
て
開
催
す
る
も
の
で

す
。
各
届
出
用
紙
も
こ
の
説
明
会
の
際
に
配
布
し
ま
す
。
立
候
補
予

定
者
は
、
ぜ
ひ
出
席
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
１８
日
（火）
　
午
後
１
時
３０
分
〜

場
所
　
役
場
大
会
議
室
（
庁
舎
２
階
）

問
い
合
わ
せ
先
　
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
４３
―
７
５
０
７
）

　４月２２日、「温泉バス」の１回目の運行がスタート。
老人福祉センター前を出発し、町内各所に設けられた停
留所を回りながら、各温泉施設を目指しました。利用者
の方には、『少し離れた温泉施設にも気軽に行けるよう
になって、とても便利です』と好評でした。
　料金は、１回につき１００円。添乗員もいますので、
安心して利用いただけます。

◆
温
泉
バ
ス
運
行
事
業
ス
タ
ー
ト

７０
歳
以
上
の
高
齢
者
の
健
康
増

進
、
生
き
が
い
支
援
と
福
祉
増
進

の
た
め
、
「
ほ
の
ぼ
の
支
援
」
の

バ
ス
券
発
行
や
「
は
り
・
き
ゅ
う

マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
助
成
」
事
業

を
見
直
し
、
よ
り
効
率
的
な
生
活

支
援
と
幅
広
い
年
齢
層
の
住
民
の

健
康
づ
く
り
の
た
め
、
「
温
泉
バ

ス
運
行
事
業
」
の
試
験
運
行
と
温

泉
療
法
医
に
よ
る
「
温
泉
療
法
教

室
」
を
実
施
し
ま
す
。

「
温
泉
バ
ス
運
行
事
業
」
は
、

象
潟
合
同
タ
ク
シ
ー
と
羽
後
交
通

の
協
力
で
４
〜
７
月
、
９
〜
１２
月

に
木
・
日
曜
日
の
週
２
回
の
運
行

で
す
。
ル
ー
ト
、
時
刻
表
は
４
月

１５
日
発
行
の
広
報
「
お
知
ら
せ
版
」

と
一
緒
に
各
世
帯
に
配
布
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
総
合
地
域
福
祉
計
画

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

の
地
域
行
政
計
画
と
、
見
直
し
が

必
要
な
障
害
者
計
画
を
包
含
し
た

「
総
合
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。
住
民
が
自
立
で
き
、
福

祉
活
動
に
参
加
で
き
る
「
個
性
あ

る
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

◆
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
町
づ
く
り

平
成
１３
年
度
に
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
事
業
」
の
指

定
を
受
け
、
公
共
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
工
事
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

本
年
度
は
、
町
民
体
育
館
に
多

目
的
ト
イ
レ
の
整
備
、
町
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の
作
成
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
取
り
組
み
ま

す
。

◆
子
育
て
支
援

児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
、

６
歳
未
満
ま
で
支
給
さ
れ
て
い
た

手
当
が
小
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。
支
給
月
額
は
第
１

子
・
第
２
子
が
５
　
０
０
０
円
、

第
３
子
が
１
０
　
０
０
０
円
で
す
。

ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
拠
点
と

位
置
づ
け
し
、
各
保
育
園
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
全
町
一
丸
と

な
っ
て
健
や
か
な
「
象
潟
っ
子
」

を
育
成
し
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り

「
健
康
き
さ
か
た
２１
」
の
計
画

に
基
づ
き
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が

各
個
人
の
健
康
づ
く
り
を
実
施
で

き
る
よ
う
、
自
ら
の
健
康
を
自
分

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

改
善
し
て
い
く
「
ヘ

ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
」
の
考
え
方
の
普

及
を
町
民
と
協
働
し

て
推
進
し
て
い
き
ま

す
。食

生
活
・
生
活
習

慣
改
善
事
業
に
焦
点

を
あ
て
、
個
別
健
康

教
育
を
は
じ
め
、
家

庭
訪
問
活
動
を
実
施

し
、
積
極
的
に
生
活

習
慣
病
予
防
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

子育てしやすい環境づくりを目指します（乳児健診＝写真）

，
，
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健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　

温
も
り
の
あ
る
地
域
づ
く
り

◆
あ
な
た
と
地
域
の
農
業
夢
プ
ラ

ン複
合
経
営
へ
の
転
換
に
よ
り
体

質
の
強
い
農
業
経
営
を
目
指
し
、

作
目
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展

性
の
高
い
農
業
生
産
の
仕
組
み
を

つ
く
る
た
め
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
係
る
産

地
づ
く
り
対
策
事
業

作
物
の
生
産
条
件
や
担
い
手
の

状
況
な
ど
の
地
域
事
情
に
応
じ

て
、
地
域
自
ら
の
発
想
、
戦
略
で

作
成
す
る
計
画
（
担
い
手
の
作
目

の
明
確
化
、
農
地
の
利
用
集
積
目

標
、
作
付
面
積
等
）
に
基
づ
き
実

施
さ
れ
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま

す
。

◆
む
ら
づ
く
り
支
援
事
業

都
会
の
子
ど
も
た
ち
に
農
業
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
、
農
村
農
業

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
い
ま

す
。本

町
の
子
ど
も
・
若
年
層
の
方

に
も
農
業
に
ふ
れ
て
も
ら
い
、
ふ

る
さ
と
の
良
さ
を
再
認
識
し
郷
土

愛
を
は
ぐ
く
み
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
し
、
元
気
な
町
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

◆
こ
だ
わ
り
米
生
産
拡
大
事
業

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
産
地
間

競
争
に
対
処
し
、
良
質
米
の
生
産

を
図
る
た
め
、
食
味
の
向
上
と
病

害
虫
に
効
果
の
認
め
ら
れ
る
土
壌

改
良
資
材
の
使
用
に
よ
る
、
こ
だ

わ
り
米
の
生
産
拡
大
を
図
る
た
め

の
資
材
の
購
入
・
土
づ
く
り
肥
料

の
散
布
代
金
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

◆
優
良
雌
牛
導
入
事
業

畜
産
振
興
の
た
め
資
質
に
優
れ

た
雌
牛
の
導
入
お
よ
び
保
留
に
よ

り
和
牛
の
改
良
を
促
進
し
、
農
家

所
得
の
向
上
と
和
牛
生
産
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

◆
農
業
集
落
排
水
事
業

平
成
４
年
度
か
ら
着
手
し
た
農

業
集
落
排
水
事
業
は
、
小
滝
ほ
か

４
処
理
区
が
完
成
し
、
す
べ
て
供

用
開
始
し
順
調
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

上
浜
中
央
地
区
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
処
理
場
の
上
屋
、
機

械
・
電
気
設
備
工
事
や
管
路
・
ポ

ン
プ
設
備
工
事
に
着
手
し
、
１７
年

４
月
の
供
用
開
始
に
向
け
て
事
業

を
進
め
ま
す
。

大
砂
川
・
川
袋
地
区
等
の
飲
雑

用
水
施
設
は
、
調
査
・
設
計
に
着

手
し
ま
す
。

◆
生
活
環
境
改
善
に
関
わ
る
森
林

の
整
備

町
民
の
森
で
あ
る
「
芭
蕉
の
森
」

や
「
九
十
九
島
の
森
」
は
下
刈
り

な
ど
に
よ
り
、
豊
か
な
自
然
景
観

を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、
多

く
の
町
民
が
訪
れ
、
身
近
な

憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
手

入
れ
と
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

炭
焼
き
施
設
を
町
民
に
開

放
す
る
こ
と
で
、
生
産
と
学

習
の
場
と
し
て
活
用
す
る
な

ど
利
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。

◆
松
林
保
護
対
策

松
く
い
虫
被
害
が
全
県
に

拡
大
す
る
な
か
、
町
で
は
町

民
と
協
力
体
制
を
確
立
す
る

た
め
「
松
く
い
虫
か
ら
町
を

守
る
条
例
」
を
昨
年
度
制
定

し
ま
し
た
。

薬
剤
散
布
と
し
て
Ｍ
Ｃ
剤
（
マ

イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
）
を
、
ま
た
、

九
十
九
島
で
は
無
人
ヘ
リ
薬
剤
散

布
な
ど
、
新
た
な
防
除
対
策
も
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
本
年
度
も
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

被
害
木
の
伐
倒
駆
除
は
、
雇
用

対
策
事
業
や
町
単
独
事
業
な
ど
と

併
用
し
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

◆
漁
場
の
整
備

昨
年
度
か
ら
３
カ
年
の
県
事
業

で
地
先
型
増
殖
場
造
成
事
業
が
着

手
さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
は
昨
年

度
繰
越
分
の
５
９
０
個
の
ブ
ロ
ッ

ク
製
作
と
、
本
年
度
分
の
ブ
ロ
ッ

ク
製
作
・
沈
設
を
行
い
、
漁
場
の

利
用
を
増
進
さ
せ
る
と
と
も
に
水

産
資
源
の
生
息
環
境
の
保
全
を
図

り
ま
す
。

◆
米
国
・
ア
ナ
コ
ー
テ
ス
市
と
の

交
流

平
成
６
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
日
米
子
供
交
流
事
業
」
。
本
年

度
は
、
ア
ナ
コ
ー
テ
ス
市
か
ら
の

訪
問
団
を
受
け
入
れ
ま
す
。
７

月
３０
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
の
日

程
で
、
中
学
生
１６
名
、
引
率
者
５

名
が
来
町
す
る
予
定
で
す
。

４
月
１２
日
〜
１４
日
に
は
、
ア
ナ

コ
ー
テ
ス
市
か
ら
教
育
訪
問
団
９

名
が
来
町
し
ま
し
た
。
同
訪
問
団

の
来
町
は
、
昨
年
度
に
続
き
３
回

目
で
、
象
潟
小
学
校
・
中
学
校
、

仁
賀
保
高
校
な
ど
の
学
校
訪
問
を

通
し
、
さ
ら
な
る
教
育
交
流
の
発

展
と
な
り
ま
し
た
。

◆
日
本
語
教
室
の
開
催

本
町
で
は
、
平
成
１３
年
２
月
か

ら
日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
方

を
対
象
に
、
日
本
語
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
同
時
に
地
域
住
民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

で
も
あ
り
ま
す
。

受
講
生
・
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
町
企

画
課
（
☎
４３
―
７
５
１
０
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４月１３日、象潟海岸沖にアワビの稚貝を放流

昨年度、小学生を対象に実施した「ふるさと
体験ツアー」。子どもたちに農業への理解を
深めてもらいたい

　４月、アナコーテス教育訪
問団が来町。多くの日本文化
にふれました。

◆
雇
用
促
進
と
離
職
者
対
策

本
町
の
経
済
動
向
は
、
業
種
・

企
業
間
で
の
格
差
は
見
ら
れ
る
も

の
の
、
電
気
機
械
を
中
心
に
製
造

業
の
生
産
額
の
増
加
が
続
く
な
ど
、

緩
や
か
な
が
ら
回
復
の
き
ざ
し
が

見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

受
注
高
が
増
し
、
設
備
投
資
が
一

部
見
ら
れ
る
一
方
、
低
コ
ス
ト
に

よ
り
売
り
上
げ
が
伸
び
悩
み
、
雇

用
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
状
況

で
す
。

県
内
で
も
本
荘
由
利
地
域
は
有

効
求
人
倍
率
が
低
い
た
め
、
平
成

１３
年
度
に
「
象
潟
町
緊
急
雇
用
等

対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
国
・
県

の
緊
急
雇
用
等
対
策
事
業
等
の
施

策
と
併
せ
、
次
の
各
種
相
談
・
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
離
職
者
相
談
窓
口
の
設
置

　
雇
用
に
関
す
る
情
報
の
提
供

　
開
業
・
開
店
起
業
化
資
金
の
貸

し
付
け

　
給
食
費
の
納
入
猶
予

　
奨
学
資
金
貸
付
の
随
時
受
け
付

け
、
貸
付
額
の
増
額
、
返
還
猶

予
　
公
営
住
宅
家
賃
の
減
免
・
納
入

猶
予

◆
新
卒
者
雇
用
促
進
助
成
金
の
交

付町
内
の
事
業
主
が
、
中
学
校
・

高
校
の
新
卒
者
（
本
町
に
住
所
を

有
す
る
者
）
を
採
用
し
た
場
合
、

助
成
金
を
交
付
し
、
新
卒
者
の
就

職
の
早
期
雇
用
を
図
る
よ
う
に
支

援
し
ま
す
。
昨
年
度
実
績
で
は
、

１０
件
の
助
成
金
を
交
付
し
ま
し

た
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

町
内
に
あ
る
事
業
所
の
生
産
品

目
・
製
造
設
備
等
、
事
業
の
概
要

を
掲
載
し
た
情
報
を
発
信
し
て
、

販
路
拡
大
・
受
注
開
拓
・
情
報
収

集
な
ど
企
業
紹
介
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

◆
特
産
品
開
発
相
談
窓
口
の
設
置

特
産
品
や
新
製
品
の
開
発
に
意

欲
的
な
人
を
支
援
す
る
相
談
窓
口

を
継
続
し
て
設
置
し
ま
す
。
（財）
あ

き
た
産
業
機
構
等
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

町
で
は
特
産
品
開
発
に
支
援
し
ま
す

㈰㈪㈫㈬㈭㈮



◯
…
町
長
の
任
期
は
六
月
二
十
七
日
で
満
了
に
な
り

ま
す
が
、
私
は
次
の
町
長
選
挙
に
は
出
な
い
決
心
を

い
た
し
ま
し
た
。
従
っ
て
こ
の
欄
と
も
こ
れ
で
お
別

れ
で
す
。
何
は
と
も
あ
れ
貴
重
な
広
報
紙
に
雑
文
を

書
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た
町
民
の
寛
容
さ
に
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。
そ
し
て
こ
の
間
、
温
か
い
ご
支
援
と

激
励
を
頂
い
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
。
地
域
と
の
絆
、
友
情
、
感
動
…
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ

た
十
二
年
間
で
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

首
長
に
と
っ
て
最
も
怖
い
こ
と
は
、
行
政
の
責
任
者

と
し
て
長
く
ポ
ス
ト
に
居
す
わ
る
と
、
い
つ
し
か
我

が
ま
ま
や
増
長
心
が
出
て
く
る
こ
と
で
す
。
十
分
に

注
意
を
し
、
自
戒
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
物
事

の
決
断
や
考
え
方
が
惰
性
に
流
れ
、
自
己
満
足
に
陥

り
が
ち
で
す
。
町
長
は
小
さ
い
な
が
ら
も
「
権
力
」

を
握
る
立
場
に
あ
り
ま
す
。
「
私
が
い
る
限
り
大
丈

夫
だ
」「
も
う
少
し
頑
張
る
」
な
ど
と
自
惚
れ
た
と
き

は
、
も
は
や
不
必
要
な
存
在
に
な
っ
た
証
拠
で
す
。

多
選
が
私
の
政
治
信
条
に
合
わ
な
い
の
は
、
人
間
は

え
て
し
て
、
そ
の
よ
う
な
傲
慢
（
ご
う
ま
ん
）
な
態

度
を
と
る
動
物
だ
と
い
う
一
点
に
尽
き
ま
す
。
自
戒

で
き
る
う
ち
に
身
を
引
く
こ
と
が
最
も
相
応
し
い
道

だ
と
判
断
し
た
か
ら
に
外
な
り
ま
せ
ん
。
自
ら
掲
げ

た
旗
印
し
は
三
期
十
二
年
で
降
ろ
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
以
上
は
老
害
の
時
間
だ
と
考
え
ま
す
。

◯
…
新
し
い
時
代
に
は
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
が
相
応
し

い
の
で
す
。
松
明
（
た
い
ま
つ
）
は
「
若
く
て
発
想

が
柔
軟
で
、
風
格
の
あ
る
町
づ
く
り
を
目
指
す
人
」

に
引
き
継
が
れ
る
べ
き
で
す
。
有
能
な
人
材
は
こ
の

町
に
は
た
く
さ
ん
お
り
ま
す
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

誇
り
と
町
を
愛
す
る
気
持
ち
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

的
は
ず
れ
な
批
判
や
非
難
・
中
傷
ば
か
り
で
は
町
の

将
来
は
開
け
て
き
ま
せ
ん
。

最
後
に
免
じ
て
、
少
し
雑
談
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

友
人
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
庭
に

南
北
戦
争
（
一
八
六
一
〜
五
年
）
で
戦
死
し
た
学
生

の
名
を
刻
ん
だ
記
念
碑
が
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
碑
に
は
こ
う
書
か
れ
て
あ
る
そ
う
で
す
。

「
わ
が
大
学
は
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
校
だ
か
ら
、
み
な

志
願
し
て
激
戦
地
に
行
き
、
他
の
学
窓
よ
り
余
計
に

戦
死
し
た
」
―
こ
の
文
句
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
の

は
常
に
最
前
線
に
い
る
も
の
で
あ
り
、
後
ろ
か
ら
指

揮
は
と
れ
な
い
と
い
う
心
意
気
を
示
し
た
も
の
で

し
ょ
う
。
機
会
が
あ
れ
ば
そ
の
地
を
訪
ね
、
友
人
の

言
葉
を
私
自
身
の
目
で
確
か
め
て
み
た
い
の
で
す
。

ま
だ
あ
り
ま
す
。
祖
父
・
清
兵
衛
が
出
稼
ぎ
で
汗
を

流
し
た
で
あ
ろ
う
昔
の
ニ
シ
ン
場
に
行
っ
て
み
た
い

も
の
で
す
。
荒
ぶ
る
波
濤
を
眺
め
な
が
ら
青
年
時
代

の
祖
父
は
、
故
郷
の
何
を
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
と
も
北
の
島
に
立
っ
て
み
る
の
が
念
願
で
す
。

ま
た
、
寄
席
に
通
っ
て
好
き
な
落
語
も
堪
能
し
て
み

た
い
。
志
ん
朝
亡
き
後
、
当
代
の
達
者
と
い
わ
れ
る

小
三
治
の
「
芝
浜
」
、
円
楽
の
「
小
間
物
屋
政
談
」

な
ど
を
心
ゆ
く
ま
で
聞
き
た
い
も
の
で
す
。

雑
談
に
は
切
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
…
。

　
「
ひ
と
に
は
言
う
に
ま
か
せ
よ
。

　
　
汝
（
な
ん
じ
）
は
、
汝
の
道
を
行
け
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ダ
ン
テ
）

町長室から
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◆
道
路
環
境
の
整
備

昨
年
度
施
行
さ
れ
た
県
バ
リ
ア
フ
リ
ー

社
会
の
形
成
に
関
す
る
条
例
を
基
に
、

Ｊ
Ｒ
象
潟
駅
を
含
む
主
要
公
共
施
設
周

辺
を
中
心
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
に

や
さ
し
い
道
路
づ
く
り
の
た
め
、
舗
装

補
修
や
路
面
の
段
差
の
改
善
を
行
い
ま

す
。

◆
高
速
交
通
体
系
の
確
立

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
象
潟
仁

賀
保
道
路
は
、
平
成
１２
年
度
か
ら
新
規

着
工
準
備
個
所
に
格
上
げ
さ
れ
て
い
ま

す
。
早
期
事
業
着
手
に
向
け
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
、
都
市
計
画
道
路

の
変
更
な
ど
諸
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

◆
公
共
下
水
道
事
業

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
と
公
共
水

域
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
の
公
共
下

水
道
は
、
Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線
よ
り
西
側
の

地
区
が
ほ
ぼ
全
域
で
供
用
可
能
区
域
と

な
り
、
本
年
度
か
ら
は
武
道
島
地
区
の

工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
工
事
に
伴

う
事
業
説
明
会
を
開
催
し
、
供
用
可
能

区
域
の
水
洗
化
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、

接
続
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。

◆
陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
音
楽
隊
演
奏

会昨
年
の
三
沢
航
空
自
衛
隊
に
続
き
、

本
年
度
も
自
衛
隊
の
演
奏
会
を
開
催
し

ま
す
。
本
音
楽
隊
は
、
東
北
６
県
で
年

間
１
０
０
回
に
及
ぶ
演
奏
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

期
日
　
５
月
２２
日
　
　

開
演
　
午
後
２
時

場
所
　
町
民
体
育
館

◆
郷
土
資
料
館
企
画
展
を
開
催

象
潟
地
震
か
ら
２
０
０
年
を
迎
え
た

今
年
、
企
画
展
と
し
て
「
景
勝
地
象
潟

と
地
震
〜
象
潟
地
震
か
ら
２
０
０
年
〜
」

を
６
月
４
日
か
ら
開
催
し
ま
す
。
地
元

に
残
る
地
震
を
記
録
し
た
文
書
類
、
象

潟
古
景
図
（
六
曲
一
双
）
な
ど
を
展
示

す
る
予
定
で
す
。

◆
国
体
に
向
け
た
準
備

平
成
１９
年
度
に
開
催
さ
れ
る
国
体
空

手
道
競
技
会
場
と
し
て
、
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
実
施
要
領
は
じ
め
各
種
計

画
な
ど
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

大
会
の
成
功
に
向
け
、
広
報
活
動
や

本
年
６
月
２０
日
　
に
空
手
道
競
技
の
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

各
年
代
に
応
じ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

や
運
動
の
普
及
振
興
を
図
り
ま
す
。

体
育
館
運
動
教
室
の
定
期
開
催
に
よ

り
、
中
高
年
者
の
運
動
意
欲
の
向
上
と

継
続
に
よ
る.

体
力
づ
く
り
や
健
康
増
進

な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
し
な
が
ら
で
も
教
室

に
参
加
で
き
る
よ
う
、
託
児
を
行
い
な

が
ら
開
催
し
ま
す
。

◆
「
出
前
教
室
」
の
開
催

昨
年
か
ら
各
地
域
に
活
動
を
広
げ
る

た
め
、
町
内
や
団
体
の
要
望
に
応
じ
て

講
師
を
派
遣
す
る
「
出
前
教
室
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

町
民
が
日
常
生
活
の
中
で
気
軽
に
楽

し
み
な
が
ら
体
力
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
、
各
年
代
や
要
望
に
応
じ
た
運
動
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
を
図
り

ま
す
。

１６年度主要事業

も
ん
じ
ょ

利用者にやさしい道路づくりを進めます

総勢５2人によるオーケストラの演奏会は、５月２２日開催

昨年度から行っている「出前教室」

（土）

（日）
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鳥
海
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
が
４
月
２７
日
に
開
通
し
、
本
格
的
な
春
山

シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま
し
た
。
入
山
す
る
際
は
、
マ
ナ
ー
を
守
り

み
ん
な
で
楽
し
く
自
然
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
町
の
約
半

分
が
国
定
公
園
の
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
土
地
の
形

状
を
変
更
す
る
際
な
ど
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
４
月
２７
日
、
春
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
な
る
鳥
海
ブ
ル
ー

ラ
イ
ン
の
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
多
く
の

登
山
者
な
ど
が
鳥
海
山
を
訪
れ
ま
す
。

本
町
の
公
園
区
域
内
に
は
特
別

地
域
と
普
通
地
域
が
あ
り
、
特
別

地
域
は
、
さ
ら
に
許
可
基
準
の
厳

し
い
順
に
第
一
種
か
ら
第
三
種
ま

で
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
定
さ
れ
て
い
る
区
域
は
左
図

の
と
お
り
、
第
一
種
が
飯
ヶ
森
周

辺
、
第
二
種
が
九
十
九
島
を
中
心

と
し
た
象
潟
エ
リ
ア
、
川
袋
地
区

か
ら
小
砂
川
地
区
の
海
岸
部
、
奈

曽
の
白
滝
地
区
と
そ
こ
か
ら
鳥
海

山
に
向
か
う
県
道
鳥
海
国
定
公
園

小
滝
線
沿
線
と
山
岳
地
帯
、
第
三

種
は
川
袋
地
区
か
ら
小
砂
川
地
区

の
概
ね
国
道
よ
り
東
側
沿
線
、
三

崎
地
区
、
小
滝
・
本
郷
・
横
岡
地

区
の
高
原
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
地
域
で
制
限
さ
れ
て
い
る

行
為
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
工
作
物
を
新
築
、
改
築
ま
た
は

増
築
す
る
こ
と

　
木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と

　
鉱
物
を
掘
採
ま
た
は
土
石
を
採

取
す
る
こ
と

　
土
地
の
開
墾
ま
た
は
形
状
を
変

更
す
る
こ
と

　
高
山
植
物
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
植
物
を
採
取
ま
た
は
損
傷
す

る
こ
と

　
屋
根
、
壁
面
、
塀
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
も
の
の
色
彩
を
変

更
す
る
こ
と

　
物
（
土
石
、
廃
棄
物
等
）
を
集

積
、
ま
た
は
貯
蔵
す
る
こ
と

例
え
ば
、
特
別
地
域
内
に
家
を

建
て
た
り
、
看
板
な
ど
を
設
置
す

る
場
合
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
許
可
基
準
に
は
高

さ
、
建
ぺ
い
率
、
色
彩
な
ど
が
あ

り
、
自
然
景
観
に
調
和
し
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
特
別
地
域
内
で
森
林
の

保
育
の
た
め
に
枯
損
木
の
伐
採
や

下
刈
り
、
つ
る
切
り
、
間
伐
を
す

る
場
合
は
許
可
は
い
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
以
外
の
伐
採
は
本
数
に
か
か

わ
ら
ず
許
可
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
許
可
申
請
は
、
町
を

経
由
し
て
知
事
に
進
達
さ
れ
ま
す
。

自
己
解
釈
で
事
を
進
め
る
と
、
公

園
法
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
商
工
観
光
課
観

光
係
（
☎
４３
―
７
５
０
４
）
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

鉾
立
な
ど
特
別
区
域
内
に
お
い

て
は
、
利
用
者
に
著
し
く
不
快
感

を
与
え
る
ゴ
ミ
そ
の
他
の
汚
物
、

ま
た
は
廃
物
を
捨
て
た
り
、
放
置

し
た
り
す
る
行
為
や
、
著
し
く
拡

声
器
、
ラ
ジ
オ
等
に
よ
り
騒
音
を

発
し
、
迷
惑
を
か
け
、
管
理
者
の

指
示
に
従
わ
な
い
場
合
な
ど
は
、

罰
金
刑
な
ど
の
罰
則
に
処
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

指
定
区
域
内
で
の

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

鳥
海
山
の
高
山
植
物
を
大
切
に

国
定
公
園
内
の
特
別
地
域
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
あ
り
ま
す

　
鳥
海
山
は
貴
重
な
高
山
植
物
の
宝
庫
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
心
な
い
ご
く
一
部
の
人
に

よ
っ
て
、
採
取
さ
れ
る
と
い
っ
た
行
為
が
あ

と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
か
れ
ん
な
花
を
咲
か
せ
、
私
た
ち
の
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
る
高
山
植
物
を
大
切
に
育
て

ま
し
ょ
う
。

▲イワカガミ▲チングルマ

▼チョウカイフスマ

第１種特別地域

第２種特別地域

第３種特別地域



将
来
の
夢
は

　
良
い
息
子
・
夫
…
い
ろ
ん
な
意
味

　
で
「
イ
イ
男
」
に
な
り
た
い

ケ
ネ
ス
・
リ
ー
さ
ん
　

　
　
　
Ｃ
Ｉ
Ｒ
（
国
際
交
流
員
）

春は「異動」の季節？

また春がやって来ました！学校では入学式

や新学期、そして先生たちの転勤の季節です。

僕は象潟町に来て、もう３年目なので、少

し慣れてきましたが、最初のころは、日本の

異動制度を知らずにショックを受けていまし

た。「えっ？◯◯先生はクビなの？」とか「な

んで新しい先生が転校してきたの？」って

思っていました。アメリカの学校では、先生

たちは転勤することはないからです。

例えば、僕の２年生のときの担任の先生は、

先生になってから退職するまで、ずっと同じ

学校の２年生の担任でした。だから、その先

生は今の生徒の親にも教えたことがありまし

た。ある子に「あなたは教室で、お母さんと

同じでうるさい」などと叱ったりもしていま

した。

日本の異動制度には良い点も悪い点もある

と思います。悪い点は、アメリカのように親

子２代にわたって教えることが少ないという

ことです。そして町の学校と一生の関係が作

れないことです。何より家族と離れて単身赴

任しなければならないことがあることです。

でも、良い点もあります。多くの人と出会

い、協力し合うことが上手になるはずです。

いろいろな職場環境を体験することもできま

す。そして、本当かどうか分からないけど、

こう聞いたことがあります。「日本の先生は

いつも残業ばかりで、仕事以外の生活が少な

い。結婚相手を探す機会は職場しかない」と。

だから転勤で恋愛をする相手を見つける確立

が高くなるのではないでしょうか。先生に

とって春は、「異動の季節」ではなく「お見

合いの季節」なのかな。

４月１１日、オープンから１０年目を迎える象潟町Ｂ

＆Ｇ海洋センターの入場者が５０万人に達しました。

５０万人目となったのは、村上東一郎さん、貞子さ

ん夫妻（鳥の海１区）。記念の花束と年間会員券が

贈られ、貞子さんは「ヒザが悪かったので、負担の

かからない水泳を始めました。１年を通して、二人

で週に３、４日通っています。友達もたくさんでき

てプールに来るのが楽しみの一つになっています。

今日は思いがけないことで、ただただ、ビックリで

す」、東一郎さんは「明日（１２日）は妻の誕生日な

ので、プレゼントをもらったみたいで嬉しいです」

と記念の入場を喜んでいました。

こ
の
ほ
ど
、
自
動
車
事
故
対
策

機
構
交
通
遺
児
友
の
会
主
催
の
全

国
書
道
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
象
潟
小

３
年
の
樽
川
彩
光
さ
ん
が
金
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
（
審
査
は
１５
年

度
）同

会
で
は
、
交
通
遺
児
の
健
全

な
育
成
を
目
的
に
絵
画
・
書
道
コ

ン
テ
ス
ト
を
交
互
に
、
小
・
中
学

生
を
対
象
に
し
て
昭
和
５３
年
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
。
今
回

　
　
　
　
　
　
　
　
は
全
国
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
６
５
５
点
の

　
　
　
　
　
　
　
　
応
募
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
象
潟
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
会
員
２０
名
／
木
内
寛
代
表
）

か
ら
、
み
ど
り
中
央
公
園
（
旧
役
場
跡
地
）
に
時
計
塔
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
み
ど
り
中
央
公
園
が
町
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
、
町
民
に
愛
さ
れ
利
用
さ
れ
る
公
園
に
な
る
よ
う
に
と
願
い
、
第

２
５
４
０
地
区
財
団
活
動
資
金
の
支
援
を
受
け
、
ク
ラ
ブ
の
事
業
の
一
つ

と
し
て
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。
４
月
１４
日
に
贈
呈
式
を
行
い
、
金
巖
町
長

に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
各
業
種
の
代
表
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
昭
和
４３
年
に
設
立
。
社
会
奉
仕
活
動
を
目
的
と
し
て
お
り
、
毎

年
、
国
道
７
号
沿
線
の
清
掃
活
動
や
、

「
鳥
海
山
に
ブ
ナ
を
植
え
る
会
」
「
九

十
九
島
の
松
を
ま
も
る
会
」
へ
の
協
力

も
行
っ
て
い
ま
す
。

館
長
か
ら
年
間
会
員
権
を
贈
ら
れ
る

村
上
さ
ん
（
左
）
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これから大海の旅に出る稚魚に、声援を送りながら放流（写真左から上郷小、上浜小、象潟小）

４月８日、奈曽川で上郷小２年生、川袋川で上浜小全校児童、翌９日には象潟川で象潟小

３年生が、それぞれサケの稚魚放流を行いました。昨年の秋にそ上したサケからふ化した稚

魚は体長約５ｃｍに成長。サケの稚魚を見るのは初めての児童がほとんど。一人ひとり稚魚

をバケツに分けてもらい、「大きくなって戻ってきてね」と声をかけながら放流していまし

た。放流された稚魚は、初めての川の感触を確かめるように、しばらくその場にとどまった

後、ゆっくりと海に向かって泳いで行きました。

今年、町内の生産組合等で放流された稚魚は、全体で約１，５００万

尾。３・４年後には、児童たちが放流したサケがたくさん戻ってき

てほしいですね。

木内代表から金町長に目録が手渡れました

み
ど
り
中
央
公
園
内
に
建
て
ら
れ
た
時
計
塔



ｖｏｌ．１４ｖｏｌ．１４

象
潟
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
、
平
成
８
年
に
高

校
を
卒
業
し
、
東
京
の
専
門
学
校
へ
進
学
。
約
８
年
間
象
潟
町

を
離
れ
て
の
生
活
が
過
ぎ
ま
し
た
。

東
京
へ
４
年
間
、
勤
め
先
の
転
勤
で
大
館
市
に
３
年
、
現
在

は
仙
台
市
で
約
１
年
半
の
生
活
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
に
は
慣
れ
た
つ
も
り
で
い
ま
す
が
、
た
ま
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
雑
誌
を
開
く
と
や
っ
ぱ
り
最
初
探
す
の
は
『
象

潟
』
の
文
字
で
す
ね
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
秋
田
や
象
潟
の
声
が

聞
こ
え
て
く
る
と
や
っ
ぱ
り
気
に
な
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
街
で

生
活
し
て
き
ま
し
た
が
、
気
持
ち
は
故
郷
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い

の
か
な
？

私
の
実
家
は
窓
か
ら
鳥
海
山
と
日
本
海
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
ま
あ
、
そ
れ
以
外
は
国
道
７
号
が
あ

る
く
ら
い
で
特
別
何
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
近
所

の
人
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
昔
か
ら
の
友
達
と
の
酒
の
飲
み

交
わ
し
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
私
に
と
っ
て
一
番
の
宝

物
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
東
京
や
仙
台
で
も
友
達
や
会
社
の
同
僚

と
の
付
き
合
い
は
あ
り
ま
す
が
、
鳥
海
山
の
水
を
使
っ
た
水
割

り
は
一
番
お
い
し
い
か
な
？
食
べ
物
、
飲
み
物
そ
し
て
人
と
人

と
の
付
き
合
い
、
住
ん
だ
い
ろ
ん
な
街
に
も
も
ち
ろ
ん
お
い
し

い
も
の
、
温
か
さ
、
そ
れ
ぞ
れ
い
い
も
の
は
あ
る
け
ど
、
や
っ

ぱ
り
故
郷
『
象
潟
』
が
一
番
か
な
？
と
思
い
ま
す
。

た
ま
に
帰
っ
て
、
こ
ん
な
顔
を
見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
象
潟
弁
で

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
へ
ば
、
ま
ん
づ
。

町
公
民
館
で
、
毎
月
第
４
土
曜
日
に
読
み
聞

か
せ
を
行
っ
て
い
る
「
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い

ず
み
」
代
表
の
須
田
さ
ん
（
写
真
）
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

「
『
い
ず
み
』
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
行

わ
れ
た
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
（
講
師

横
森
サ
チ
子
さ
ん
〈
鳥
屋
森
〉
）
を
受
講
し
た

メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
平
成
８
年
か
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。
公
民
館
で
の
読
み
聞
か
せ
の
ほ

か
に
、
町
の
リ
ハ
ビ
リ
学
級
や
保
育
園
、
老
人

福
祉
施
設
な
ど
に
も
出
か
け
て
い
ま
す
。

読
書
の
習
慣
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
始
め

た
読
み
聞
か
せ
に
来
て
く
れ
る
子
は
、
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
小
学
校
の
低
学
年
ま
で
な
の
で
、
興
味

を
持
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
声
の
強
弱
・
調
子

に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
月
に
一
度
、
会
員
で

集
ま
っ
て
勉
強
会
も
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
こ

れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
に
呼
ん
で
も
ら
い
、
喜
ば

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
ぜ
ひ
、

読
み
聞
か
せ
に
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
き
て
、
本

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
」

浅井　寿さん・２７歳
　（宮城県仙台市在住
　 　　＝小砂川１区出身）

先月号の答え

　お分かりになった方は、ハガキまたは

ファクス（４３―５７０７）で、住所・氏名・

年齢・電話番号を明記の上、できれば

メッセージを添えて、〒０１８―０１９２象潟

町役場広報クイズ係まで。締め切りは５

月１９日（水）の消印まで有効。正解者の中

から抽選で４人の方に記念品をプレゼン

トします。発表は６月号の紙上で。先月

の当選者は次の４人の方です。（敬称略）
堀幸雄（小浜・唐ヶ崎）、 佐々木藤一

（横町）、齋藤春雄（上荒屋）、高橋ヨシ

ノ（３３区）

　４月１８日、さくらが満開の栗山池公園で出会った

元気いっぱいの２人。

　
中
橋
町

　
佐
々
木
　
貴
美
さ
ん
（
１８
歳
）

　
　
　
―
町
学
童
保
育
指
導
員
―

自分の性格は
「血液型はＡ型です。細かいことが気になってしまう

ことがあるかな」

趣味は
「お菓子作りです。クッキーを作ったりしています」

休日の過ごし方は
「友達と遊びますね。自分ではまだ車の免許を持って

いないので、免許を取ってドライブに行きたいです」

これからしてみたいことは
「人のお世話をすることが好きなので、これから勉強

して介護士の資格を取れたらと思います」

理想の男性のタイプは
「特にタイプはないですね。最初に会ったときの印象

だと思います」

雨
あ
と
の
光
り
と
ど
め
て
菫
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
井
　
藤
　
夫

見
る
人
を
み
て
い
る
よ
う
な
花
す
み
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
雪
　
子

野
の
窪
に
肩
寄
せ
合
へ
り
花
す
み
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
田
　
喜
代
子

門
柱
の
低
き
へ
鉢
の
す
み
れ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
　
野
　
陽
　
子

一
つ
波
二
の
波
待
ち
て
あ
お
さ
採
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
　
富
　
雲
　
酔

春
浅
き
海
の
渚
に
流
木
を

積
み
て
燃
し
を
り
そ
の
炎
映
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
勉

山
々
に
雪
は
残
れ
ど
春
耕
の

土
よ
り
か
す
か
に
湯
気
立
ち
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
ミ
　
キ

う
ら
ら
か
な
春
陽
を
浴
び
て
長
芋
の

苗
を
植
ゑ
終
へ
夕
べ
安
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
君
　
子

車
庫
際
に
一
も
と
咲
き
し
福
寿
草

年
々
吾
が
家
に
春
を
告
げ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
　
上
　
和
　
子

空
晴
れ
て
風
な
く
霜
な
し
気
も
軽
く

老
い
の
身
ほ
ど
に
鍬
を
打
ち
振
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
三
　
郎

朗読ボランティアいずみ
　代表　須田美佐子さん
　会員　１６人

＝第２回＝

本
町
に
は
、
各
方
面
で
い
ろ
い
ろ
な
形

で
陰
な
が
ら
貢
献
し
て
い
る
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

そ
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
て
紹
介
し
ま
す
。

　次の３つの問題を
解いてください。答
えは今月の広報の紙
面の内容に隠れてい
ます。

　４月２２日、初運行と
　なった温泉バスの１
　回の利用料金は？
　鳥海ブルーラインの
　開通日は？
　ロータリークラブで
　みどり中央公園に寄
　贈したものは？

　１６人
　４７億７，７００万円
　４団体、３個人

き
　
み
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▼
乳
児
健
診

期
日
　
５
月
２１
日
　

受
付
　
◇
４
、
７
カ
月
児
…
午
後
０
時

４５
分
〜
０
時
５５
分
、
◇
１２
カ
月
児

…
午
後
１
時
１５
分
〜
１
時
３０
分

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
１５
年
５
月
、
１０
月
、
１２
月
１６
日

〜
１６
年
１
月
２０
日
生
ま
れ

問
い
合
わ
せ
先
　
町
福
祉
課
保
健
係

　
　
（
☎
４３
―
７
５
０
１
）

※
「
平
成
１６
年
度
乳
幼
児
健
診
・
予
防

接
種
の
し
お
り
」
に
書
い
て
あ
る
受

付
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
（
ツ

反
）
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

期
日
　
ツ
反
…
５
月
２６
日
　

　
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
…
５
月
２８
日
　
（
２６
日
に

ツ
反
を
受
け
た
方
の
み
）

受
付
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
生
後
３
カ
月
以
上

▼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

期
日
　
　
５
月
７
日
　

　
　
　
　
５
月
１９
日
　

受
付
　
　
午
前
９
時
４５
分
〜
１０
時

　
　
　
　
１０
時
ま
で
現
地
集
合

場
所
　
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ね
む
の
丘

内
容
　
　
健
康
体
操

　
　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

日
時
　
５
月
１３
日
　

　
　
　
午
後
１
時
１５
分
〜
２
時
４５
分

場
所
　
道
の
駅
　
象
潟
「
ね
む
の
丘
」

３
階

講
師
　
酒
田
市
今
野
医
院
院
長

　
　
　
　
今
野
勝
巳
氏

内
容
　
温
泉
の
正
し
い
利
用
の
仕
方
と

健
康
相
談

問
い
合
わ
せ
先
　
町
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
☎
４３
―
７
５
０
１
）

※
当
日
は
温
泉
バ
ス
の
運
行
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

職
務
内
容
　
役
場
中
型
バ
ス
・
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
の
運
転
、
軽
微
な
点
検
作

業

待
遇
　
委
託
契
約

募
集
人
員
　
若
干
名

応
募
資
格
　
大
型
自
動
車
運
転
免
許
を

有
し
、
バ
ス
の
運
転
経
験
が
あ
る

方

応
募
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
履
歴
書

に
写
真
を
添
え
て
、
５
月
１２
日
　

ま
で
町
総
務
課
管
財
係
（
☎
４３
―

７
５
０
７
）
へ

松
ケ
丘
団
地
　
３
戸
（
Ｈ
６
築
／
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ
／
２
階
、
Ｈ
８
築
／
２
Ｌ
Ｄ

Ｋ
／
２
階
、
Ｈ
１０
築
／
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

／
２
階
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
５
月
１４

日
　
ま
で
、
町
建
設
課
管
理
係

　
　
（
☎
４３
―
７
５
０
９
）
へ

日
時
　
５
月
１３
日
　
　

　
　
　
午
前
１０
時
〜
１１
時

場
所
　
町
民
体
育
館

内
容
　
ボ
ー
ル
な
ど
３
つ
の
用
具
を

使
っ
た
中
高
年
向
け
の
体
操

講
師
　
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
公
認
指
導

者

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
５
月
１０

日
　
ま
で
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
３３
―
８
８
５
５
）
へ

４
月
号
の
お
知
ら
せ
版
で
、
ス
イ
セ

ン
の
球
根
の
提
供
を
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
寄

付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

提
供
い
た
だ
い
た
球
根
を
家
族
や
グ

ル
ー
プ
み
ん
な
で
植
え
ま
せ
ん
か
。
参

加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
５
月
２２
日
　
　
午
前
１０
時
〜

（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所
　
三
崎
公
園
駐
車
場

持
ち
物
　
ス
コ
ッ
プ
・
ク
ワ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
町
商
工

観
光
課
観
光
係
（
☎
４３
―
７
５
０

４
）

期
間
　
５
月
１３
日
　
〜
１５
日
　
　

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
町
公
民
館
談
話
室

主
催
　
象
潟
町
野
草
の
会

問
い
合
わ
せ
先
　
斎
藤
菊
雄

　
　
　
（
☎
４３
―
４
３
４
０
）

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
た
め
の
苗
の
販
売

も
行
い
ま
す
。

日
時
　
５
月
１３
日
　
　

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
町
公
民
館
視
聴
覚
研
修
室

相
談
内
容
　
農
地
を
宅
地
等
に
替
え
る

地
目
変
更
や
土
地
の
分
筆
、
古
い

建
物
を
壊
し
、
新
築
し
た
と
き
の

登
記
、
遺
産
分
割
等
の
相
談
登
記

や
子
ど
も
な
ど
に
贈
与
し
た
場
合

の
贈
与
登
記
な
ど

相
談
員
　
司
法
書
士
　
渡
辺
嘉
宏
、
阿

部
靖
史

問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
地
方
法
務
局
総

務
課
（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
６

５
３
１
）

春
の
農
繁
期
と
な
り
ま
し
た
。
例
年

こ
の
時
期
に
農
作
業
中
の
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

秋
田
県
と
秋
田
農
業
機
械
化
協
会
で

は
、
４
月
２０
日
か
ら
５
月
３１
日
ま
で
を

「
春
の
農
作
業
安
全
月
間
」
と
定
め
、

安
全
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
事
故

予
防
の
た
め
に
次
の
安
全
対
策
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

◇
運
行
す
る
道
路
や
ほ
場
に
危
険
個
所

が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◇
運
転
操
作
・
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
停
止

装
置
の
操
作
は
、
確
実
に
慎
重
に
行

い
ま
し
ょ
う
。
特
に
曲
が
る
際
に
は

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
点
検
・
修
理
は
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て

行
い
ま
し
ょ
う
。

◇
除
草
機
械
な
ど
の
軽
量
装
置
で
あ
っ

て
も
、
安
易
な
作
業
操
作
は
や
め
ま

し
ょ
う
（
特
に
空
き
缶
な
ど
に
注

意
）
。
　
　
　
　
＝
農
林
水
産
課
＝

日
時

〈
基
礎
過
程
〉
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

　
　
５
月
１５
日
　
、
２２
日
　
、
２９
日
　
、

６
月
１２
日
　
、
１９
日
　

〈
応
用
過
程
〉
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

　
　
６
月
２６
日
　
、
７
月
３
日
　
、
１０

日
　
、
１７
日
　
、
２４
日
　

会
場
　
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

受
講
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）

受
講
対
象
者
　
県
内
に
在
住
し
、
こ
れ
か

ら
要
約
筆
記
通
訳
者
を
目
指
す
方

受
講
料
　
２
　
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
５
月
１３

日
　
ま
で
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

〒
０
１
０
―
０
９
２
２
　
秋
田
市

旭
北
栄
町
１
―
５
　
秋
田
県
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
「
要
約
筆
記
講

座
係
」
（
☎
０
１
８
―
８
６
４
―

２
７
８
０
、
ＦＡＸ
０
１
８
―
８
６
４

―
２
７
８
１
）
へ

◆「実験教室」
日時　５月３日（月）、４日（火）、５日（水）
　　　㈰午前１０時～、㈪午後２時～
場所　フェライト子ども科学館
内容　スライム、磁石作り
入館料　大人５００円、子ども３００円
問い合わせ先　フェライト子ども科

学館（☎３２―３１５０）

◆「丁岳（ひのとだけ）山開き」
日時　６月１日（火）
　　　神事：午前９時～、
　　　記念登山会：午前９時４０分～
場所　丁岳登山口
問い合わせ先　鳥海町建設商工観光

課商工観光係（☎５７―２２０４）

◆「八塩パークゴルフ場オープン」
期日　４月３０日（金）　
場所　八塩いこいの森
問い合わせ先　八塩いこいの森セン

ターハウス（☎６９―２３３２）

◆「第２４回さつきまつり」
期日　５月２２日（土）～６月２０日（日）　
場所　町営さつき栽培センター
問い合わせ先　町営さつき栽培セン

ター（☎６７―２３１５）

◆「佐竹敬雄＆山田みゆき　ジョイ
　　ントコンサート」
日時　５月２３日（日）　午後２時～　
場所　本荘ボートプラザアクアパル
入場料　前売り券：一般２，０００円、学

生１，５００円（当日５００円増）
問い合わせ先　本荘ボートプラザア

クアパル（☎２２―５６１１）　　

矢島町

金浦町

由利町

交
通
事
故
相
談
所
の

　
　
　
　
　
　
利
用
案
内

1415

４
、
７
カ
月
児
は
離
乳
食
教
室
が

あ
り
ま
す
。

４
カ
月
児
…
午
後
１
時
〜

７
カ
月
時
…
午
後
１
時
１５
分
〜

役場庁舎建設の際に、数点の絵画を寄贈して

くださった佐藤武三さんが、自宅敷地内に昨年

１１月開館した「共笑ギャラリー」で、４月２４日

（土）から１１月までの日程で展示会を開催してい

ます。

どうぞご覧になってください。　　

出品作品

１室　秋田師範美術部（淡青会）の会員展

　築山節生氏（水彩）、袴田　豊氏（水彩）、

　斎藤　新氏（水彩）、野呂正男氏（油彩）、

　原田　拓氏（版画）、伊藤弥四夫氏（版画・水彩）

２室　佐藤武三氏～昭和３０年代の半抽象作品～

金浦町金浦字南金浦７　佐藤武三（☎３８―３００７）

主幹兼総務課長

　横山　忠長

退
職
（
４
月
２２
日
付
）

異
動
（
４
月
２３
日
付
）

（
　
）
内
は
異
動
前

【
総
務
課
】

▽
課
長
（
町
民
課
長
）

　
松
野
勝
弘

【
町
民
課
】

▽
課
長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

　
木
内
利
雄

【
農
業
委
員
会
】

▽
事
務
局
長
（
建
設
課
主
席
補
佐
）

　
齋
藤
利
秀
　

交
通
事
故
で
お
困
り
の
方
の
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時
　
土
日
、
祝
日
、
毎
月
第
２
水
曜
日
、
１
２
月
２
９
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
毎
日
場
所
　
町
公
民
館
視
聴
覚
研
修
室

場
所
　
県
由
利
地
域
振
興
局

担
当
者
　
交
通
事
故
相
談
員

　
　
　
（
☎
２
２
―
５
４
３
２
）

　
　
※
事
前
に
電
話
し
て
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

内
容
　
事
故
後
の
手
続
き
、
損
害
賠
償
等

，

（金）

（金）

（木）

（木）（木）

（土）

（金）

（土）

（月）（木）

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（木）

（金）
（水）

（水）

（水）



（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

阿　部　まり花　　　　小砂川２区

宮　腰　菜　瑠　　　　大 塩 越

伊　東　　秀　　　　　　　関

齋　藤　卓　巳　　　　大 　 森

小野寺　亜　実　　　　立石２区

土　田　莉　瑠　　　　長 　 岡

齋　藤　さくら　　　　水　　 岡

茂　木　菜奈子　　　　冠　　 石

…役場　　　　　３２００
…保健センター　７５０１
…公民館　　　　２２２９
…町民体育館　　８８５５
…郷土資料館　　２００５
…Ｂ＆Ｇ海洋センター　６４９０

発行と編集　〒０１８―０１９２　秋田県由利郡象潟町字浜ノ田１番地
　　　　　　　象潟町企画課　象潟町広報委員会　平成１６年５月１日発行　Ｎｏ．５９０
　　　　　　　表紙題字　須藤郷雲　　印刷　（有）出羽印刷

　１

　２

　３

　４

　５

　６

　７

　８

　９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３月１６日～４月１５日届け出分

平成１６年３月末現在

●広報に掲載してほしくない方は、届け出
　のとき住民係へお申し出ください。

佐々木　飛　鳥　（横　　　町）

齋　藤　奈緒子　（横　　　岡）

佐　藤　祐　二　（大　　　町）

小　松　かおり　（仁 賀 保 町）

見　上　　健　　（武道島２区）

齋　藤　　希　　（仁 賀 保 町）

伊　東　洋　平　（小砂川１区）

伊　藤　紀　子　（中　丿　沢）

〔

〔

〔

〔

　晃

由　美

敏　暢

真紀子

晋　二

るみ子

清　克

奈　央

　衆

統　子

和　喜

喜　香

　範

真紀子

　仁

真由美

な　　　る

か

しゅう

たく　　　み

あ　　　み

り　　　る

な　な　こ

庄　司　正　夫　（７４歳）上浜の町

佐々木　芳五郎　（８８歳）大　　 町

須　田　太三郎　（９５歳）長　　 岡

菊　地　文　治　（８０歳）大 谷 地

佐　藤　孝太郎　（９１歳）小砂川２区

土　門　中　二　（８３歳）大 塩 越

佐　藤　行　雄　（７２歳）立石１区

徳　山　誠　一　（８８歳）桜 ケ 丘

村　上　辰　雄　（７６歳）横　　岡

渋　谷　壽三郎　（８４歳）浜　 　畑

伊　東　タ　カ　（８１歳）小砂川１区

伊　藤　利　男　（５７歳）桜 ケ 丘

　２日・池田医院（☎４３―３１０６）
 ３日・象潟駅前皮フ科（☎４３―５２５２）
 ４日・金 病 院（☎４３―５５２２）
 ５日・木村医院（☎４３―３３０８）
 ９日・伊藤医院（☎４３―４１７１）
　１６日・すずらん診療所（☎６２―８０６５）
 ２３日・神坂医院（☎４３―３１０８）
 ３０日・さいとうクリニック（☎４３―３１０５）
診察時間は午前９時～正午です。　　
　　　　　　　　　　―町医師会―
※変更の場合の問い合わせは、役場
　か消防署（☎３８－２３１０）へ

世帯数　　４，０８２　（－　７）〈－　９〉
人　口　１３，００２人（－７４）〈－１０９〉
　男　　　６，２３９人（－３５）〈－５０〉
　女　　　６，７６３人（－３９）〈－５９〉
※（ ）内は前月比、〈〉内は前年同月比

転入…　５２人（　８４）    出生…　８人（２３）
転出…１２２人（１４９）    死亡…１２人（　４１）
※（ ）は１月からの累計

○４３
○４３
○４３
○３３
○４３
○４３

・ビン収集日（指定袋）

・ビン収集日（指定袋）

・カン収集日（ボックス）

・カン収集日（ボックス）

・鶴泉荘休館日

・三崎公園桜まつり（～２０日）

・栗山池公園桜まつり（～２９日）

・白寿大学開講式

・ねむの丘休館日

・春の火災予防運動（～１０日）

・「象潟の歴史展」開催
　（～５月２３日）

・春の全国交通安全運動運動
　（～１５日）

・交通安全少年隊発隊式（上浜小）

・交通安全少年隊発隊式（上郷小）

・春季大清掃（全町）

・スポ少入団式（町民体育館　９時～）

・ペットボトル収集日（指定袋）

・ペットボトル収集日（指定袋）

・鳥海ブルーライン開通式・
　鳥海山安全祈願祭（予定）

・軽自動車税納期限

・燃えるごみ特別収集

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

　１

　２

　３

　４

　５

　６

　７

　８

　９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

・ビン収集日（指定袋）

・ビン収集日（指定袋）

・燃えないゴミ収集日（指定袋）

・通勤途中のクリーンアップデー

・カン収集日（ボックス）

・３Ｂ体操体験講習会（町民体育館　１０時～）
・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・憲法記念日

・国民の休日

・こどもの日

・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・歩こう歩こう会「温水路コース」
　（９時３０分町民体育館前集合）

第１回象潟町民謡舞踊
　　チャリティーショー ・３６０歳ソフトボール大会

　（町民グラウンド　９時～）

陸上自衛隊東北方面
　　　　音楽隊演奏会

・ソフトバレーボール大会（町民体育館　８時３０分～）

・象潟町祭典
（熊野神社、古四王神社）

・鶴泉荘休館日

・ねむの丘休館日

・ペットボトル収集日（指定袋）

・ペットボトル収集日（指定袋）

・固定資産税第１期納期限

土

日

月

火

水
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金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

　４月から在宅当番医の診察時間

は、午前９時～正午と変更になり

ました。また、仁賀保町の医療機

関も在宅当番医になりました。
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さ
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さ
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・

「町税は便利で
　　確実な口座振替で」
　給料や年金を入金している口座

から町税を引き落としすると納付

を忘れることもなく大変便利です。

《取り扱い金融機関》

北都銀行象潟支店、秋田銀行象潟

支店、羽後信用金庫象潟支店、秋

田しんせい農協象潟町支店・上郷

支店、郵便局

日時　５月２２日（土）　１４時～
場所　町民体育館
※スリッパをご持参ください。

日時　５月３０日（日）　１１時～
場所　町公民館


